
青牛式トレーディング環境
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デスク全景

21inch
iFOREXプラットフォーム

27inch × 2   MT4
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マルチタイムフレーム分析の配置

21inch
iFOREXプラットフォーム

27inch × 2   MT4
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監視状況

27inch × 2   MT4

その日に狙っている監視通貨を大きく表示

その他の通貨は相関を把握するために表示
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まとめ
コンパクトな内容でしたが、私自身、今まで勝っているトレーダー達の

「リアルな実態」を何度見たいと思ったか分かりません。

だからこそ、今回このようなコンテンツを作成しました。

恐らく多くの人が、私が「どのような環境でマルチタイムフレーム分析を行っているのか」

ということが気になっていたかと思います。

私自身、マルチタイムフレーム分析に最適な環境を色々と模索してきましたが、

27インチモニターを2枚並べる方法が最も監視しやすいという結論に至りました。

※将来的には、27インチ2枚分に相当する49インチの湾曲モニターを導入します。

デスク環境は人によって様々ですが、高精度なマルチタイムフレーム分析に限っては、

ノートパソコン1台のみやモニター1枚という環境では厳しいと考えます。

少しでも参考になれば幸いです。ありがとうございました。
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